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うきは市（福岡県）【地下水編】

「水のまち」の暮らしを支える地下水をまもる
地下水の恩恵を将来も受け続けるための取組

筑後川大石堰

う
き
は
市
は
、
地
下
水
だ
け
で
生
活
用
水
が
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
、全
国
で
も
珍
し
い「
水
の
ま
ち
」

で
す
。
耳み

の
う
さ
ん
ち

納
山
地
、
阿
蘇
山
、
筑
後
川
を
水
源
と
し

た
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
は
、
古
く
か
ら
こ
の
地

域
の
暮
ら
し
を
支
え
、「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」と
し
て

様
々
な
形
で
人
々
に
恩
恵
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
豊
か
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
る

た
め
に
、
２
０
１
５
年
に「
う
き
は
市
地
下
水
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
２
０
１
８

年
に
は
、“
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
〟を

掲
げ
た「
第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」を
策

定
す
る
な
ど
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
農
業
・
観
光
分
野
で
は「
う
き
は
テ

ロ
ワ
ー
ル
」と
名
付
け
た
地
域
産
業
振
興
に
資
す

る
取
組
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
地
下
水
資
源
の

有
効
活
用
や
地
下
水
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高

め
る
取
組
と
し
て
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 【課　題】	 地下水・湧水

【主　体】	 うきは市
【連絡先】	 うきは市水環境課

福岡県

佐賀県

熊本県

Profile

うきは市うきは市
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■ 地下水編

う
き
は
市

第
２
次
う
き
は
市
環
境

基
本
計
画
～
自
然
豊
か
な

ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
～

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画

う
き
は
市
は
、
耳
納
山
地
や
棚
田
を
は

じ
め
と
す
る
農
山
村
風
景
、
白
壁
の
街
並

み
の
他
に
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
・
歴
史

に
育
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、名
水
百
選「
清

水
湧
水
」、
水
源
の
森
百
選「
滝
の
あ
る
水

源
の
森（
調ち

ょ
う
お
ん音

の
滝
公
園
一
帯
）」、
棚
田

百
選「
つ
づ
ら
棚
田
」、
疎
水
百
選「
大
石

用
水
」の
４
つ
の
全
国
百
選
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
地
域
を
守
り
、
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発

展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
、
２
０
０
７
年
４
月
に「
う
き
は
市
環

境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受

け
て
２
０
０
８
年
３
月
に「
う
き
は
市
環

境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。「
水

の
ま
ち
」と
言
わ
れ
る
う
き
は
市
は
、
筑

後
川
か
ら
取
水
し
た
農
業
用
水
や
耳
納
山

地
に
降
り
注
い
だ
雨
等
を
起
源
と
す
る
良

質
な
地
下
水
を
豊
富
に
有
し
、
日
々
の
暮

ら
し
や
産
業
に
必
要
な
水
の
多
く
を
地
下

水
に
よ
り
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
う
き
は
市
で
は
、
地
下
水
が
市
民
生

活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
２
０
１
５

年
１
月
に
は「
う
き
は
市
地
下
水
の
保
全

に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
従
来
の
環
境
問
題
に
加
え
、
地

球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
規
模
の
環
境
問

題
が
課
題
と
な
る
な
ど
の
社
会
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
８
年
３
月
に

「
第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
の
も
と
、

目
指
す
環
境
像
と
し
て「
自
然
豊
か
な
ふ

る
さ
と
を
未
来
へ
」を
か
か
げ
、
各
種
環

境
施
策
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
」や「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
」、「
地
下
水

の
保
全
」、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」等
と

各
種
テ
ー
マ
ご
と
に
様
々
な
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2025 2015 2005

「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
策
定
検
討
委

員
会
」設
定

2006.10

「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

2007.4

「
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2008.3

「
う
き
は
市
農
的
水
循
環
環
境
調
査
」実
施

2016～
2019

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定

2018.３
名水百選　清水湧水

水源の森百選　調音の滝公園

疏水百選　大石用水

棚田百選　つづら棚田

「
う
き
は
市
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」制
定
・
施
行

2015.1

「
う
き
は
の
恵
水（
め
ぐ
み
）」パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布

2019.3

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.3
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「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
」の

制
定

「鍵」
その1う

き
は
市
で
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
と
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
う

き
は
市
環
境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
、

そ
の
後
２
次
に
わ
た
る「
環
境
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
９
月
、
市
議
会
に
お
い
て

「
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
方
針
が
表

明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
①
市
民
参
加
型

の
計
画
づ
く
り
、
②
新
た
な
環
境
問
題
に

対
応
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
、
③
実
行
性

と
実
効
性
の
高
い
計
画
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
づ
く

り
に
向
け
、
２
０
０
６
年
10
月
に
担
当
職

員
で
構
成
す
る「
う
き
は
市
環
境
基
本
条

例
策
定
検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
計
７

回
の
協
議
を
経
て
、
２
０
０
７
年
９
月
に
、

計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る「
う
き
は
市
環

境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
う

き
は
市
で
は
、
幅
広
い
環
境
問
題
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る

と
い
う
新
し
い
政
策
理
念
を
掲
げ
、
総
合

的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
条
例
に
基
づ
き
、
２
０
０
８
年

３
月
に「
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
従
来
の
公
害
問
題
に
加
え
、

地
球
環
境
規
模
の
環
境
問
題
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
等
の
状
況
の
変
化
を
見
据
え
、

２
０
１
８
年
３
月
に
は「
第
２
次
う
き
は

市
環
境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
未
来
に
」を

目
指
す
環
境
像
に
掲
げ
、
地
下
水
の
保
全
、

生
物
多
様
性
の
保
全
か
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
ま
で
テ
ー
マ
毎
の
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
う
き
は
の
恵め
ぐ
み水
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

市
民
へ
の
浸
透

「鍵」
その2う

き
は
市
は
、
地
下
水
だ
け
で
生
活
用

水
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
、
全
国
で
も
有

数
の「
水
の
ま
ち
」で
す
。

う
き
は
市
で
は
、
名
水
百
選
の「
清
水
湧

水
」、
水
源
の
森
百
選「
滝
の
あ
る
水
源
の

森（
調
音
の
滝
公
園
一
帯
）」に
象
徴
さ
れ

る
豊
か
な
地
下
水
を「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」と

名
付
け
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め
の
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
１
月
に
は「
う
き
は
市
地

下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」が
作
成
さ

れ
、
そ
の
後
２
０
１
６
年
か
ら
の
３
年
間

で
う
き
は
市
の
地
下
水
に
関
す
る
科
学

的
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

う
き
は
市
の
地
下
水
が
も
た
ら
す
様
々
な

恩
恵
は
、
こ
の
地
域
特
有
の
９
万
年
前
の

阿
蘇
山
噴
火
で
た
ま
っ
た
火
砕
流
堆
積
物

の
層
に
よ
る
産
物
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
の
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
適
正
か

つ
持
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
再
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
う
き
は
市
の
地

下
水
の
特
徴
や
重
要
性
を
市
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
２
０
１
９
年
３

月
に
は
、「
地
下
水
の
い
ま
、そ
し
て
未
来
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
、
市
民
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、	

小
学

校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対
象
と
し
た
教

育
資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
親

し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
Ｑ
＆
Ａ
方

式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
見
え
な
い
地
下
水

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

第２次うきは市環境基本計画

うきは市地下水の保全に関する条例チラシ

「うきはの恵水（めぐみ）」パンフレット
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■ 地下水編

農
的
水
循
環
環
境
調
査
の

実
施

「鍵」
その3平

成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
３
ヶ

年
に
か
け
て
、
う
き
は
市
の
特
徴
的
な
地

下
水
の
農
的
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
資
源
に
関
す
る
基
礎
情
報
の
調

査
、
把
握
、
解
析
を
行
い
、
地
下
水
資
源

量
の
適
正
揚
水
量
の
設
定
及
び
今
後
の
地

下
水
保
全
・
有
効
利
用
に
必
要
な
施
策
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
地
部
の
地
下
水
の
供
給

源
は
、
山
地
部
か
ら
の
地
下
水
流
入
が
約

４
割
、
田
面
水
の
浸
透
が
約
３
割
を
占
め

る
こ
と
が
分
か
っ
た
ほ
か
、
平
地
部
の
適

正
揚
水
量（
利
用
可
能
量
）は
現
況
の
約
２

倍
と
推
定
さ
れ
、
地
下
水
利
用
は
健
全
で

あ
り
余
力
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
形
態
か
ら
考
え
る
と
、

各
家
庭
で
は
浅
井
戸
を
水
源
と
し
て
生
活

用
水
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
地
下
水
に
依
存
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
万
が
一
地
表
か
ら
地
下
水

に
汚
染
物
質
が
混
入
す
れ
ば
、
地
下
水
の

流
れ
に
沿
っ
て
浅
井
戸
へ
の
影
響
が
広
が

る
と
予
想
さ
れ
、
地
下
水
保
全
と
上
水
道

整
備
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信

「鍵」
その4市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
下
水
の

水
質
や
水
位
の
測
定
結
果
等
が
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は「
う
き
は
の
恵
水（
め

ぐ
み
）」「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」に
つ
い

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
で
紹
介
し
た
り
、

う
き
は
の
水
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
絵
巻
物

語
で
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
情
報
発
信

に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
広
報
誌「
広
報
う
き
は
」（
２
０
２
１

年
８
月
１
日
号
）に
お
い
て
、「
う
き
は
市

の
地
下
水“
う
き
は
の
恵
水
〟」を
掲
載
し
、

地
下
水
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広報紙「広報うきは」

地下水流動モデルに基づく地区別の地下水賦存量と
水収支（平成27年）
（出典：うきは市農的水循環環境調査業務【概要版】）

うきはテロワール	ホームページより（水の物語　絵巻）
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流域マネジメント、ここにも「注目」
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

注目1
う
き
は
市
の
山
の
麓
に
は
果
樹
園
が
広

が
り
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
フ
ル
ー
ツ

が
楽
し
め
、
平
坦
部
の
豊
後
街
道
の
街
路

沿
い
に
は
漆
喰
塗
の
白
壁
の
町
並
み
が
軒

を
連
ね
て
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
が
今
も
残

り
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
が
続
々
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
う
き
は
市
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
ワ
イ
ン
産
地
ボ
ル
ド
ー
や
ア
ル
ザ
ス

と
よ
く
似
た
日
本
で
も
非
常
に
め
ず
ら
し

い
地
質
・
地
形
を
有
し
て
い
ま
す
。
う
き

は
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
を

定
量
的
に
評
価
し
、
農
産
地
の
特
徴
を
さ

す
フ
ラ
ン
ス
語「
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
ｉ
ｒ
」を
用

い
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

産
品
の
高
付
加
価
値
化
に
結
び
つ
け
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」の
７
大
自
然
要

素
と
し
て
、

①
地
形（
耳
納
連
山
と
扇
状
地
）

②
気
温（
絶
妙
な
温
度
バ
ラ
ン
ス
）

③
土
壌（
作
物
が
健
全
に
育
つ
土
地
）

④
風（
心
地
よ
い
山
辺
の
そ
よ
風
）

⑤
水（
豊
富
な
う
き
は
の
恵
水
）

⑥
雨（
雨
に
よ
る
水
分
補
給
）

⑦
地
理（
筑
紫
の
玄
関
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
市
民
に
対
し
て

豊
か
な
地
下
水
は
お
い
し
い
農
産
物
を
育

て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
地

下
水
資
源
の
有
効
活
用
や
地
下
水
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と
し
て
今

後
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
情
報
発
信

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
雑
誌
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の

取
組
や
水
辺
の
整
備
を
推
進

注目2
う
き
は
市
で
は
、
生
活
用
水
の
全
て
を

地
下
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
へ

の
懸
念
か
ら
上
水
道
に
よ
る
良
質
な
水
の

安
定
供
給
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
水
道

整
備
に
つ
い
て
は
、
小
石
原
川
ダ
ム
に
水

道
用
の
水
源
を
確
保
し
た
り
、
山
間
部
の

簡
易
給
水
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
と
と
も
に
接
続
率
の
向
上
の
た

め
、「
下
水
道
の
日
」や
浄
化
セ
ン
タ
ー
見

学
等
を
通
し
、
速
や
か
な
下
水
道
接
続
の

呼
び
か
け
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
整
備
と
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
河
川
の
水
質
の
保
全
・
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
井
戸
水

の
水
質
検
査
や
地
下
水
の
水
位
の
測
定
が

継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
う
き
は
市
で
は
、
筑
後
川
を

う
き
は
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
、
優
れ

た
地
域
資
源
と
位
置
づ
け
、
筑
後
川
を
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
活
用
・
保
全
し
な

が
ら
、
温
泉
等
の
地
域
資
源
も
生
か
し
た

「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
３
月
に
は
、

大
石
地
区
が
国
の「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」計

画
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
筑
後
川

及
び
周
辺
が
整
備
さ

れ
、
温
泉
施
設
と
と

も
に
魅
力
あ
る
水
辺

空
間
が
創
出
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

うきは市フルーツカレンダー

うきは市産フルーツを生かしたスイーツ

大石かわまちづくりの整備イメージ（国土交通省）

簡易給水施設（山間部）
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■ 地下水編

地
下
水
は

健
全
な
状
態
を
維
持

２
０
１
５
年
度
に
行
わ
れ
た
地
下
水

の
調
査
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
調
査
地
点
で
、

お
い
し
い
水
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
の
水
位
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
７

年
度
か
ら
市
内
３
地
点
に
お
い
て
連
続

観
測
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
年
間
の
変
動
傾
向
に
顕
著
な
変
化
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

活動の	
効　果

地
域
産
業
振
興
に
資
す
る
地
下
水
資
源

の
有
効
利
用
を
図
る「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー

ル
」の
取
組
は
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水質検査項目(おいしい水の要件）「水質検査結果概要」
（出典：平成27年度地理的環境(うきはテロワール）調査結果）

地下水位連続観測結果図(2017年度～ 2020年度まで）（出典：うきは市ホームページ）

取組を伝え広げていく
ポイントは？
市民の皆さんに、うきは市
の地下水に興味を持っていた
だくことが最も重要だと考え
ています。
私たちの地域にとって地下
水は、生命の源であり、日々
の生活や地域の産業振興に
とって欠かすことのできない
存在です。
この地下水を将来世代にわ
たって適正かつ持続的に維
持していくため、これまでも
様々な取組みを行ってきまし
た。
今後も積極的な普及啓発を
通じ、市民の皆さんをはじめ
とする様々な主体と連携を図
りながら、更なる取組みを進
めていきます。

今後に向けて
これからのうきは市では地
下水の保全と並行しながら、そ
の活用についても取組みを進
めていくことが求められてい
ます。
うきは市特有の自然環境で
育まれた地下水は、自然と私た
ちの営みとの巧みな関わり合
いの上に成り立っている貴重
な水資源です。
この貴重な水資源を活かし
て、「うきはテロワール」を初
めとする様々なプロモーショ
ンに取り組むことで、うきは
市の魅力をもっと多くの方に
知っていただきたいと考えて
います。

うきは市 市長

髙木 典雄さん

メッセージ
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